
慶 應 医 学 会 例 会  
下記により例会を開催いたしますので、多数ご来聴ください。	

記	

	

	日	 時			2019 年 11 月 19 日（火）18:00	

	場	 所			JKiC棟	 1階会議室	 	 	 	
	演	 題			Equilibrium and disruption of host-microbial symbiosis 
 演	 者   Keisuke Chris Nagao M.D., Ph.D. 

Cutaneous Leukocyte Biology Section, Dermatology Branch, 
National Institute of Arthritis and Musculoskeletal and Skin 
Diseases, National Institutes of Health

	

	

	 永尾圭介博士は、長年、慶應義塾大学皮膚科にて、皮膚の樹状細胞や

細菌叢と関連した皮膚免疫分野の研究を推進されておりました。2014
年に Earl Stadtman Investigator として米国 National Institutes of 
Health へ異動され、研究を継続されております。最近では、皮膚細菌
叢と皮膚の脂腺の形成の関係について明らかにし、細菌叢が末梢組織の

形成に関与するという知見を世界に先駆けてCellに報告されています。
今回は、最新の研究成果を元に、   	 	
『宿主-微生物共生の均衡と破綻』という
テーマでご講演下さる予定です。

皆様、	

是非奮ってご参集下さい。	

担	 	 当	：皮	膚	科	学	教	室	

責	任	者	：天	谷	 雅	行	 教	 授	 	 	 	 	 	 	 	 	

担	当	者	：高	橋	 勇	人	 講	 師	 	
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